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国立国際美術館の概要 

 

１．目的 
   当館は、昭和５２年（１９７７年）に文化庁の施設等機関として設置された四つの国立美術館のうちの

一つで、日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために必要な美術作品、その他の資料を収

集し、保管して公衆の観覧に供し、あわせてこれらに関連する調査研究及び事業を行うことを目的として

いる。 
   展覧事業については、常設展示と企画展示（特別展、企画展、共催展、近作展）の二本立てで運営している。

内容は、現代美術を中心に、日本美術の成立と発展が世界の美術のそれと密接な関係を有することを美術作品の

展覧を通じ、系統的・具体的に明らかにするものである。また、日本と世界の現代美術の新しい動向をわかりや

すく展示している。 

   資料の収集については、日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために必要な美術に関する作

品・その他の資料のうち、現代美術（主に１９４５年以降）を重点的に収集している。 
   調査研究については、現代美術に関する基礎的調査研究、企画展示及び常設展示に関する調査研究のほか、世

界の現代美術界の動向等の調査研究も行っている。 
   このほか、展覧事業の広報・普及、調査研究成果の公表、美術に関する講演会等の開催などの事業も行ってい

る。 
   なお、当館は１９７０年に開催された大阪万国博覧会の際に建設された万国博美術館を利用して活動を行って

きたが、施設の老朽化、収蔵庫の狭隘及び交通アクセス等の諸問題から、大阪市内（中之島）への新築・移転を

行い、２００４年１１月３日（文化の日）にグランドオープンを迎えた。 
 
２．土地・建物 
   建 面 積   ４，１５６．５４ ㎡ 
   延べ面積  １３，４８６．９３ ㎡ 
   展示面積    ３，８１１．１ ㎡（地下２階：１，９６２．２ ㎡、地下３階：１，８４８．９ ㎡） 

    収蔵庫面積   １，８２７．９ ㎡（地下２階：９２８．２ ㎡、地下３階：８９９．７ ㎡） 

  

 ３．定 員  １６ 人 
  

 ４．予 算   ８４３，５１９，０００円 
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ⅠⅠ  業業務務運運営営のの効効率率化化にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置  
  
中期計画 
１ 職員の意識改革を図るとともに、収蔵品の安全性の確保及び入館者へのサービスの向上を考慮しつつ、運営費交

付金を充当して行う事業については、国において実施されている行政コストの効率化を踏まえ、業務の効率化を進

め、中期目標の期間中、毎事業年度につき新規に追加される業務、拡充業務分等を除き１％の業務の効率化を図る。 
 (1) 各美術館の共通的な事務の一元化による業務の効率化 
 (2) 省エネルギー、廃棄物減量化、リサイクルの推進、ペーパレス化の推進 
 (3) 講堂・セミナー室等を積極的に活用するなど施設の有効利用の推進 
 (4) 外部委託の推進 
 (5) 事務のＯＡ化の推進 
 (6) 連絡システムの構築等による事務の効率化 
 (7) 積極的な一般競争入札を導入 
２  外部有識者も含めた事業評価の在り方について適宜、検討を行いつつ、年１回程度事業評価を実施し、その結果

は組織、事務、事業等の改善に反映させる。また、研修等を通じて職員の理解促進、意識や取り組みの改善を図っ

ていく。 
 
○実  績 
１．業務の一元化 
     これまで行ってきた一元化事務に加え、情報公開制度の共通的な事務を一元化した。 
２．省エネルギー等（リサイクル） 
（１）光熱水量 
      管理部門における室温の年間常温（夏季２７℃、冬季２５℃）の励行に加え、廊下・トイレ等に人感セン

サーの照明器具を導入し節電に努めた。 

なお、ガスについては、オール電化のため使用量はない。今後、より一層の省エネルギー化に努めたい。

ア．電気  使用量  3,136,886kwh（平成１６年度比 114.20％） 

ア．電気  料 金 35,865,635円 （平成１６年度比  88.61％） 
イ．水道  使用量     10,615m３  （平成１６年度比 209.99％） 

イ．水道   料 金   5,483,828円 （平成１６年度比 237.32％） 
  （２）廃棄物処理量 
   館内ＬＡＮを利用した通知文書の発信や両面コピーの推進により、ペーパーレス化に努めた。 

        ア．一般廃棄物 7,200Kg（平成１６年度比 80.85％） 料金 129,600円（平成１６年度比 69.88％） 
        イ．産業廃棄物   576Kg（平成１６年度比 44.65％） 料金  152,555円（平成１６年度比 15.50％） 
 （３）その他 古紙の再利用、ＯＡ機器のトナーカートリッジなどのリサイクルによる再生使用 
３．施設の有効利用 
    講堂の利用率  ２１％（７８日／３６５日） 
   ・講演会           １７日 
   ・ワークショップ        ０日 

   ・ヴィデオ等上映       １２日 

   ・外部機関の利用       ４９日 
４．外部委託 

１ 常駐警備業務 

３ 清掃業務 

５ 電気機械設備運転業務 

７ 情報システム保守業務 

９ 受変電設備保守業務 

１１ 庶務課業務 

２ 機械警備業務 
４ 看視業務 

６ 昇降機設備保全業務 
８ 空調設備保守業務 
１０ 消防設備点検業務 

１２ ミュージアムショップ運営業務 
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５．ＯＡ化 
  館内ＬＡＮの整備状況 
      館内ＬＡＮを利用した情報の共有及びメールを利用した通知・連絡により、ペーパーレス化を図るととも

に、事務の効率化を図った。 

・紙の使用量 297,000枚（平成１６年度比 69.36％）  

Ａ４判  277,500枚 

Ａ３判   19,500枚 
６．一般競争入札 
       一般競争入札 ０件、１００万円以上契約件数 ７１件 
平成１７年度契約では、一般競争入札に付す案件はなかった。 
ただし、土地借料、陳列品購入費、新館工事費を除く。 

７．評議員会，外部評価委員会 
（１）評議員会 
        ①開催回数  １回（平成１８年３月２日（木）） 

        ②議事内容  平成１７年度事業報告、平成１８年度年度計画（案） 

           平成１８年度予算概要（案）、その他（評価結果の報告） 

 
○自己点検評価 
【良かった点、特色ある取組み】 
省エネルギーについては、館職員全員に効率化の精神が行き渡り、廃棄物処理量について大幅に減少させることが

できた。 

地下１階パブリックゾーンでのＦＭ８０２のライブ放送、講堂の外部機関への貸し出し、地下２階展示場でのコン

サートの開催など、館内施設の有効利用の促進に努めた。 

【見直し又は改善を要する点】 
当館は完全地下型であるためオール電化方式であること、また、入館者数が予想をはるかに超えたことから、電気

及び水道使用量が前年度を上回った。 
今後も業務運営の改善可能な事項の見直しに努め、外部委託についても検討し、効率化を引き続き推進していきた

い。 
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ⅡⅡⅡ   国国国民民民ににに対対対しししててて提提提供供供すすするるるサササーーービビビスススそそそののの他他他ののの業業業務務務ののの質質質ののの向向向上上上ににに関関関すすするるる目目目標標標ををを達達達成成成すすす
るるるたたためめめにににとととるるるべべべききき措措措置置置   
   
１．収集・保管 
（１）美術作品の収集（購入・寄贈・寄託）の状況 
中期計画 

(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた収蔵品の蓄積を図る観点から、次に掲げる各館の収集方針に沿って、外部

有識者の意見等を踏まえ、適時適切な収集を図る。また、そのための情報収集を行う。 

（国立国際美術館） 
日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために、主に１９４５年以降の日本及び欧米の現代美術並び

に国際的に注目される国内外の同時代の美術を系統的に収集する。 
(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランスの観点から欠けている分野を中心に、寄贈・寄託品の受け入れを推進する

とともに、その積極的活用を図る。 

 

○方  針 

１．コレクションの概要 

 国内外の現代美術について、体系的・通史的にバランスのある国立美術館として厚みのある収集を行う。 

２．現在の課題 

  アジアの現代美術の収集 

  メディアアート作品の収集 

３．平成１７年度の収集方針 

  美術の国際的同時性や相互交流を重視しつつ、現代の絵画、水彩、素描、版画、彫刻、写真、メディアアー

ト作品等を収集する。 

 

○実  績 

１．購入   １４６件 

２．寄贈    ３３件 

３．寄託    ７４件（平成１８年３月３１日現在の総数） 

４．陳列品購入費  予算額 ３０４，２２２，５００円  決算額 ４７１，３９４，５００円 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 中期計画の収集方針に基づき、収蔵品の欠落部分を補い、陳列を体系的に充実させるため、美術作品等選考委

員会及び評価委員会の審議を踏まえ、１４６点の美術作品を購入するとともに、寄贈作品についても同様の手続

きを経て、当館にふさわしい作品として認められた３３点について、寄贈受入を行うなど着実に作品収集を行っ

た。 

主な作品として、洋画では、長年の念願であった現代ドイツを代表するジグマー・ポルケの初期の代表作《恋人

たち》（１９７２）と国内ではほとんど収蔵例がないが、国際的には評価の高いベルギーの異色作家マルセル・ブロ

ータースの《あぁ！この鏡よ》（１９７５）、戦後日本のリアリズムを代表する阿部展也の《骨の歌》（１９５０）や

夭逝の画家石井茂雄の《不安な都市シリーズー共犯》（１９５６頃）、さらに荒川修作の初期絵画３点をまとめて収蔵

した。また、活躍中の日本の若手作家、小川信治の《ラス・メニーナス》（２００２）や石川順恵の《解体する視線

５》（２００５）を収蔵した。 
彫刻では、イギリスを代表するトニー・クラッグの《セクレションズ》（１９９９）や日本の彫刻を語る上で欠か

せない鉄の彫刻家として知られる村岡三郎の《タナトスＡ（バッキンガムスタヂアム）》（１９７５）、日本の８０年

代を象徴する遠藤利克の《寓話Ⅱ―ゼーレの柩》（１９８５）などを収蔵した。素描では、石井茂雄の数少ない素描

作品《厳戒状態シリーズ－部屋Ａ》や仮設的作品で著名な川俣正の記念碑的作品《Ｐ．Ｓ．１プロジェクト》（１９

８４）などを収蔵した。 
また、近年収集対象としての重要性がますます増している写真の分野では、国際的評価の高い杉本博司の建築シ
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リーズと数学的形態のシリーズ合わせて１１点を収蔵した。さらに、ドイツ現代写真の注目作家ヴォルフガング・テ

ィルマンスの近作《フライシュヴィマー》（２００３－２００４）を３点収蔵したほか、日本の写真家（石内都、宮

本隆司、オノデラユキ、米田知子）の代表作も多数収蔵した。 
版画の分野では、マルセル・ブロータースの《署名、シリーズⅠ》 
メディアアートの分野では、映像メディアの可能性を追求するジュリアン・オピーの《Hirofumi with file》や

森村泰昌の近作《フェルメール研究（動く絵画）》を収蔵した。 
 なお、寄贈については、洋画家の田渕安一の絵画２点のほか、スイス在住の版画家吉川静子の版画集、写真家

宮本隆司の代表作《九龍城砦》（１９８７－１９９３）１０点などの寄贈を受けた。 

 また、横尾忠則の全ポスター寄贈に向けての準備を進めた。 

 寄託作品の受け入れについては、パブロ・ピカソの代表的な版画と陶芸６４点の寄託を継続した。 
＊添付資料 

①収集した美術作品件数の推移（事業実績統計表 p.１） 

②寄託された美術作品件数の推移（事業実績統計表 p.２ ） 

③購入・寄贈美術作品の一覧（事業実績統計表 p.４４） 
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（２）保管の状況 
中期計画 

(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作品を永く後世へ伝えるとともに、展示等の美術館活動の充実を図る観点か

ら、収蔵品を適切な環境で管理・保存する。また、保存体制の整備・充実を図る。 

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努めるとともに、展示作品の防災対策の推進・充実を図る。 

 

○実  績 

１．温湿度 

    ①展覧会場 

      空調実施時間  ９：３０～１７：００（夜間開館日：１９：００） 

      温度   夏季 ２５℃、冬季 ２１℃      湿度  夏季、冬季 ５０％ 

＊ 入館者が入ったときの温湿度管理について 

   中央監視装置の設定温湿度のデータ分析により、快適環境の維持に対応した。 

＊ ２４時間空調を行わない理由 

   地下施設であるため、閉館後に空調機器を停止させても温湿度の変化が小さいことと、現代美術とい

  う温湿度変化の影響を比較的受けにくい作品が中心であるため。 

    ②収蔵庫 

   空調実施時間  終日（２４時間） 

   温度    夏季、冬季 ２２℃      湿度  夏季、冬季 ５５％ 

＊ ２４時間空調を行わない理由 

 

２．照明    作品に最も適した照明環境を創出し、常に必要に応じた改善を行った。 

３．空気汚染  中央監視装置により二酸化炭素濃度を測定し、常に快適環境を維持した。 

４．防災    監視モニター及び警備員による定期巡回等、必要に応じた対策を行った。 

５．防犯    防犯システムの充実に加え、監視モニターと警備員による定期巡回のほか、退館後は機械警備と

        し防犯対策を行った。 

６．その他   適正な温湿度の管理により、作品の保存環境の整備に努めている。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 展示場及び収蔵庫が地下にあるため、温湿度の制御がしやすくなったことに加え、ケミカルフィルターの組み

込まれた空調機が、コンクリートから発生するアンモニアや空気中に含まれるアンモニアを除去し、収蔵庫内に

クリーンエアーを循環させることができるため、快適な保存、収蔵環境を維持した。 
 また、恒常的に温湿度のデータ計測や環境測定を実施し、良好な保存環境の整備に努めた。 
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（３）修理の状況 
中期計画 

(3)-1 修理、保存処理を要する収蔵品等については、保存科学の専門家等との連携の下、修理、保存処理計画をたて、

各館の修理施設等において以下のとおり実施する。 

① 緊急に修理を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修理を実施。 

② 伝統的な修理技術とともに科学的な保存技術を取り入れて実施。 

 (3)-2 国内外の博物館等の修理、保存処理の充実に寄与する。 

 

○実  績 

１．洋画           ２件 

  水彩・素描   ３件 

版画     ３６件 

  写真      ０件 

  彫刻      １件 

  工芸      ０件 

２．修理経費  予算額 ５，１８５，０００円  決算額 ２，１７１，５００円 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 今年度についても、予算の範囲内で緊急に修理を必要とするものから計画的に修理を行った。 

 また、客員研究員を受入れ、紙支持体作品及び現代美術作品の調査研究を行うとともに長期的修復計画を策定

した。 

【見直し又は改善を要する点】  

 これまでの修理点数も少ないことから、データベース化には至っていないが必要性は認識しており、法人内で

の統一した取り扱いを含め、今後も継続的に検討していきたい。 

＊添付資料 

①修理した美術作品件数の推移（事業実績統計表 p.３） 

②修理した美術作品の一覧（事業実績統計表 p.５８） 
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２．公衆への観覧 
 
（１）展覧会の状況 
中期計画 

(1)-1 国民のニーズ、学術的動向等を踏まえ、各館において魅力ある質の高い常設展・企画展や企画上映を実施する。

(1)-2 常設展においては、国立美術館の各館の特色を十分に発揮したものとするとともに、最新の研究結果を基に、

美術に関する理解の促進に寄与する展示を実施する。 

(1)-3 企画展等においては、積年の研究成果の発表や時機に合わせた展示を企画し、学術水準の向上に寄与するとと

もに、国民のニーズに対応した展示を実施する。企画展等の開催回数は概ね以下のとおりとする。なお、実施にあ

たっては、国内外の美術館及びその他の関連施設と連携を図るとともに、国際文化交流の推進に配慮する。 

（国立国際美術館） 

  年５～６回程度 
(1)-4 展覧会を開催するにあたっては、開催目的、期待する成果、学術的意義を明確にし、専門家等からの意見を聞

くとともに、入館者に対するアンケート調査を実施、そのニーズや満足度を分析し、それらを展覧会に反映させる

ことにより、常に魅力あるものとなるよう努力する。 

(1)-5各館の連携による共同企画展、巡回展等の実施について検討し推進する。 

(1)-6収蔵品の効果的活用、地方における鑑賞機会の充実を図る観点から、全国の公私立美術館等と連携協力して、

地方巡回展を実施する。 
なお、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の入館者数となるよう努める。 
また、公立文化施設等と連携協力して、収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施する。 

(2) 収蔵品については、その保存状況を勘案しつつ、国内外の美術館・博物館その他これに類する施設に対し、貸与

等を積極的に推進する。 

(3) 入館者数については、各館で行う展覧会ごとに、その開催目的、想定する対象層、実施内容、学術的意義、良好

な観覧環境、広報活動、過去の入館者数の状況等を踏まえて目標を設定し、その達成に努める。 

 

○実    績（総括表） 

１．常設展 

       展示替 ４回 

２．特別展・企画展 ８回 

    中期計画記載回数：年５～６回 

    ①「オノデラユキ写真展」 
   ②「没後１００年記念 フランスの至宝 エミール・ガレ展」 

   ③「シュテファン・バルケンホール―木の彫刻とレリーフ―」展 

   ④「ゴッホ展 孤高の画家の原風景 ゴッホ美術館／クレラー＝ミュラー美術館所蔵」 

   ⑤「転換期の作法－ポーランド、チェコ、スロバキア、ハンガリーの現代美術」展 

   ⑥「瑛九 フォト・デッサン展」 

   ⑦「もの派－再考」 

    ⑧「プーシキン美術館展 シチューキン・モロゾフ・コレクション」 

３．入館者数  １，７８８，１７５人（目標入場者数  ４８５，０００人） 

４．展覧会開催経費  予算額 ４４，１００，０００円  決算額 ３９，１１０，１５３円 

５．その他 

「ゴッホ展」をはじめとする共催展が中心だったこともあり、入館者数は目標入場者数を大幅に上回った。

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

「シュテファン・バルケンホール展」「転換期の作法展」「瑛九展」「もの派展」といった現代美術の展覧会

における来館者数が予想以上であったことは、現代美術作品を主として扱う当館にあって、現代美術を広く普及
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させる観点から大きな成果であったと考える。 

共催展においては、「エミール・ガレ展」、「ゴッホ展」、「プーシキン美術館展」を開催し、親しみやすい

展示内容あったこともあり、入館者が予想よりはるかに上回り、また、親子連れが多く、小中学生の入館者数も

昨年度と比べ多数となり、当館の存在が広くアピールできた。 

常設展においても、同時開催の共催展及び特別展等と関連付けて展示し、また、４回の展示替えにより、当館

の代表的なコレクションを展示するなど、多くの来館者に現代美術を理解してもらえるよう努めた。 

各展覧会ごとに行うポスター・チラシ及びホームページによる広報活動はもちろんのこと、新館そのものの認

知度を高めるため、様々な方面で積極が的な広報活動を行い入館者数の増加に努めた。 

【見直し又は改善を要する点】  

特に、「ゴッホ展」開催期間中、長時間の待ち時間が発生し、館外まで待機列ができた。今後、同規模の展覧会

開催の際には、待機列や誘導方法について検討する必要があると考える。 

当館の構造上の問題であるが、特に女性用トイレが非常に少なく、入館者に非常に迷惑をかけている。 

＊添付資料 

 ①入館者数の推移（事業実績統計表 p.４） 

②入場料収入の推移（事業実績統計表 p.７） 
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「常設展」  
 
○方  針 

１．常設展の概要 

 受託品を含む館蔵品の中から定期的に展示替えを行い、第二次世界大戦後の日本及び欧米の現代美術について、

可能な限り多くの作品を紹介することを目的とした。 

２．現在の課題 

 ・企画展示とゆるやかに連動する常設展示の実施 

 ・代表的なコレクションを紹介する常設展示の実施 

３．平成１７年度の方針 

  企画展、特別展等の展示内容と関連づける所蔵品を中心とした常設展示の実施 

  ４回の展示替えにより、代表的なコレクションを展示 

 

○実  績 

１．開会期間 

   ①平成１７年 ２月 ５日～平成１７年 ４月１７日（６２日間／うち平成１７年度１５日間） 

   ②平成１７年 ４月２９日～平成１７年 ７月１８日（７１日間） 

   ③平成１７年 ７月３０日～平成１７年１０月１０日（６３日間） 

   ④平成１７年１０月２２日～平成１７年１２月１８日（５０日間） 

   ⑤平成１８年 １月 ７日～平成１８年 ４月 ２日（７４日間／うち平成１７年度７２日間） 

                          計３２０日間（平成１６年度合計２７１日） 

                        （常設展のみの開催期間５日間） 

２．会    場 

   地下２階展示場 

３．出品点数 

   ①  ４３点 

   ②  ２８点 

   ③  ６９点 

   ④  ６９点 

   ⑤  ５９点 

   延 ２６８点 

４．入館者数 

６８６，５５３人（目標入場者数 １８１，０００人） 

    うち常設展のみの入館者数  １７，０３８人（目標入場者数 ２，０００人） 

５．入場料金  個人 ： 一般４２０円 大学生１３０円 高校生７０円 

        団体 ： 一般２１０円 大学生 ７０円 高校生４０円 

６．入場料収入 

  （常設展のみの入場料収入の合計 ２，４９７，７４０円） 

７．アンケート調査（企画展等のアンケートに含めて実施している。） 

   調査期間 ①平成１７年 ３月３１日～平成１７年 ４月 ３日（４日間） 

        ②平成１７年 ５月２６日～平成１７年 ５月２９日（４日間） 

        ③平成１７年 ６月 ７日～平成１７年 ６月１０日（４日間） 

        ④平成１７年 ８月１８日～平成１７年 ８月２１日（４日間） 

        ⑤平成１７年１１月１０日～平成１７年１１月１３日（４日間） 

        ⑥平成１７年１１月１７日～平成１７年１１月２０日（４日間） 

        ⑦平成１８年 １月２６日～平成１８年 １月２９日（４日間） 

   調査方法 展示場出口にアンケート用紙を配置し、任意で記入・提出を依頼した。 
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   アンケート回収数 ① １０７件   ⑤ ３６６件 

            ② ３８６件   ⑥ ２７１件 

            ③ ４３３件   ⑦ ８０６件 

            ④ ２３６件 

   アンケート結果 ①・良い ５８％（ ６２件）・普通 ３５％（ ３７件）・悪い  ７％（ ８件） 

           ②・良い ６２％（２３９件）・普通 ３３％（１２８件）・悪い  ５％（１９件） 

           ③・良い ６６％（２８４件）・普通 ３０％（１３０件）・悪い  ４％（１９件） 

④・良い ５７％（１３４件）・普通 ３９％（ ９２件）・悪い  ４％（１０件） 

⑤・良い ６０％（１６２件）・普通 ３４％（ ９３件）・悪い  ６％（１６件） 

⑥・良い ５０％（１８３件）・普通 ４３％（１５６件）・悪い  ７％（２７件） 

⑦・良い ６０％（４７９件）・普通 ３７％（３００件）・悪い  ３％（２７件） 

８．その他 

   常設展の充実を図るため、企画展及び特別展の内容についても十分な検討を行い、魅力的な展示になるよう努

めた。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

観覧者が当館の作品収蔵方針を明確に理解できるよう、収蔵作品を特定のテーマ別にして常設展を実施した。 
同時開催の企画展のテーマにちなんだ作品を関連づけて展示するなど、多くの来館者に現代美術を理解してもら

えるよう努めた。 

また、年間４回展示替えを行い、当館の代表的なコレクションの展示に努めた。 
【見直し又は改善を要する点】 
 常設展示の充実を図り、展示作品の選定や作品の展示方法等に工夫を凝らし、現代美術に対する理解を高めるよう

努めていきたい。 
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「オノデラユキ写真展」（企画展） 
 

○方  針 

中国国宝展の開催中に、当館が主体的に関わる現代作家の個展を開くことは、幅広い観客層に同時代美術の魅力を

知ってもらう貴重な機会である。そのため、常設展示場の一部を企画展会場として、今年度はパリ在住で国際的に活

躍する写真家オノデラユキの個展を開催することとした。 
また、オノデラユキ写真展の開催に合わせ、写真コレクションを常設展示して、当館の現代写真に対する収集の成

果を示すと同時に、オノデラユキの写真の特質が浮かび上がるように配慮した。 
 

○実  績 

１．開会期間   平成１７年 ２月 ５日～平成１７年 ４月１７日（６２日間） 

        （うち平成１７年度１５日間） 

２．会    場  国立国際美術館 

３．主    催  国立国際美術館 

  協  賛  （財）ダイキン工業現代美術振興財団、株式会社資生堂、キヤノン株式会社 

４．出品点数  ５２点 

５．入館者数  １１１，２３０人（目標入場者数５６，０００人（うち平成１７年度は８，０００人）） 

   中国国宝展と同時開催だったこともあり、また写真も具象的かつ馴染みやすいテーマが多かったため、こ

の種の企画展としては、異例の入場者を記録した。 

６．入場料金  個人 ： 一般４２０円 大学生１３０円 高校生７０円 

        団体 ： 一般２１０円 大学生 ７０円 高校生４０円 

７．入場料収入 常設展の開会期間①同時開催のため入場料収入は、常設展に計上。 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

   パリを拠点に国際的に活躍する写真家オノデラユキの個展。代表作《古着のポートレート》をはじめ、オノデ

ラがこの１０年取り組んだ連作を中心に、新作を加えた５２点によって、オノデラの遊び心あふれる写真世界を

紹介した。印刷物では分からないプリントの質感や作品の大きさを実感できる展示となった。 

１０．講演会等 

    ２回     参加人数  ２１０人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

１１．広報  プレスリリースの発行、交通広告（地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、 

       美術館等へのポスター・チラシの配布 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

関西ウォーカー（２月２日－１５日），KANSAI TIME OUT２月号（Christopher Stephens），ギャラリー２月号

Garden展覧会情報（２月，小市裕子），THE JAPAN TIMES（２月９日，Matthew Larking），新日曜美術館アート

シーン(NHK総合)２月１３日，ぴあ（中部版）２月１７日号，朝日新聞（東京版）夕刊（２月１８日，西田健作）

読売新聞夕刊（２月２３日，木村未来），芸術新潮３月号，ヴォーグニッポン３月号（青野尚子），art press

３月号（Evence Verdier）  

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年 ３月３１日～平成１７年 ４月 ３日（４日間） 

②調査方法  展示場出口にアンケート用紙を配置し、任意で記入・提出を依頼した。 

③アンケート回収数  １０７件 

④アンケート結果 ・良い ６６％（７０件）・普通 ２３％（２５件）・悪い １１％（１２件） 

 

○自己点検評価 
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【良かった点、特色ある取組み】 

今回のオノデラユキ写真展は、万博公園時代に開催していた、中堅作家の個展シリーズ「近作展」の延長上にあり、

比較的若手の作家の個展を開催する最初の企画となった。関西ではほとんど紹介されてこなかっただけに、現代写真

に興味のある若い世代を中心に来場者が相次いだ。開会初日のオノデラ自身による「作者と語る」には１８０名もの

観客が聴講に訪れ、オノデラの写真世界に関心を持つ観客の期待に応えることができた。 

現代写真の動向は、絵画や彫刻と並ぶまでになっており、今後も力量のある写真家の個展やグループ展の開催の可

能性を探ることが大切である。 
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「没後１００年記念 フランスの至宝 エミール・ガレ展」（共催展） 
 
○方  針 

大阪市中心部の中之島に移転した当館に求められる市民からのニーズとして、幅広い時代や地域、ジャンルの美術

を紹介することが挙げられる。そうしたニーズに応えるために、絵画や彫刻とは異なる、工芸というジャンルに焦点

を当て、近代ガラス工芸の巨匠エミール・ガレの大回顧展を企画した。現代美術向きの展示空間をガラス・ケースに

よる構成へと変容させる試みなど、美術館の新しい方向性を広く周知させることを目指した。 
 

○実  績 

１．開会期間   平成１７年 ４月１２日～平成１７年 ５月２２日（３７日間） 

２．会    場  国立国際美術館 

３．主    催  国立国際美術館、日本経済新聞社 

  後  援  フランス大使館 

  協  賛  (財)ダイキン工業現代美術振興財団 

  協  力  日本航空、(財)北澤美術館、ベル・デ・ベル 

  企画協力  アートプランニングレイ 

４．出品点数  ２０３点 

５．入館者数  ４７，６２８人（目標入場者数 ２０，０００人） 

オルセー美術館、エルミタージュ美術館、デュッセルドルフ美術館など海外の美術館からの日本初公開と

なる選りすぐりの名品やいままで公開されなかったポーラ美術館のコレクションが出品されることから高い

関心が持たれ、目標入館者数を大きく上回ることとなった。 

６．入場料金  個人 ： 一般１，２００円 高校・大学生９００円 小・中学生５００円 

        団体 ： 一般１，０００円 高校・大学生７００円 小・中学生３００円 

        前売 ： 一般１，０００円 高校・大学生７００円 小・中学生３００円 

７．入場料収入 １２，１３９，４１０円 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

１９世紀末ヨーロッパの工芸界に新風を吹き込んだアール・ヌーヴォ芸術を代表する工芸家エミール・ガレの

没後１００年を記念し、ガラス、陶器、家具という幅広い分野に想像力を発揮し、独創的な世界を切り開いたガ

レの全貌を解き明かそうとする展覧会。 

１０．講演会等 

    ２回     参加人数 ２７６人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

１１．広報  プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、私鉄及び地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター 

       掲出）、美術館等へのポスター・チラシの配布 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

  日本経済新聞（３月１１日），HAPPY LIFE通信４月号，K-PRESS４月号，C.WORK E&E４月１５日号， 

Lcam４月１５日号，日本経済新聞（４月１８日），読売ファミリー４月２０日号，アサヒファミリー４月２２日

号，日本経済新聞（４月２７日），日本経済新聞（４月２８日），KAWARABAN５月１日号，TOKK５月１日号， 

日本経済新聞（５月２日），日本経済新聞（５月７日），日本経済新聞（５月１０日），日本経済新聞（５月１

２日），日本経済新聞（５月１４日），TOKK５月１５日号，日本経済新聞（５月１６日），日本経済新聞（５月

１８日） 他、多数 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年４月２３日～平成１７年４月２６日（４日間） 

②調査方法  展示場出口にアンケート用紙を配置し、任意で記入・提出を依頼した。 

③アンケート回収数  ２０３件 

④アンケート結果 ・良い ８９％（１８１件）・普通 ６％（１３件）・悪い ５％（９件） 
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○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

作品をすべて展示ケースの中に納めたことにより、照明効果を最大限に活用できた。また、従来ガラス工芸作家と

いうイメージの強かったガレに対して、今回の展覧会では家具や陶器作品を多数展示したことによって、新しい認識

と評価を与えることができた。海外からの出品作品も多く、会期中に行った２回の講演会も盛況で、美術館にとって

新しい客層の開拓に繋がる展覧会となった。 

【見直し又は改善を要する点】 

エミール・ガレの展覧会は日本でも毎年開催されることから、これまでの他のガレ展とは異なる点を事前にもっと

アピールする必要があった。 
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「シュテファン・バルケンホール－木の彫刻とレリーフ－」（企画展） 
 
○方  針 

多数の来館者が予想されるゴッホ展開催期間中に、現に海外で活躍中のアーティストの中から、日本でまだ紹介さ

れていない彫刻家を取り上げた。大人から子供まで、幅広い年齢層に広く親しみやすい作風のアーティストを選び、

ドイツ現代彫刻を展示したことは、現代美術を紹介する美術館として非常に意義深いと考え企図した。 

 

○実  績 

１．開会期間   平成１７年 ４月２９日～平成１７年 ７月１８日（７１日間） 

２．会    場  国立国際美術館 

３．主    催  国立国際美術館、大阪ドイツ文化センター 

  協    賛  ＤＨＬ、(財)ダイキン工業現代美術振興財団 

協  力  ルフトハンザドイツ航空 

企画協力  シュプレンゲル・ミュージアム・ハノーファー 

４．出品点数  ４９件 

５．入館者数  ４０３，７８０人（目標入場者数 １１３，０００人） 

 ゴッホ展と同時開催だったこともあり、また新しい具象彫刻として高い関心が持たれ、目標入館者数を大

きく上回ることとなった。 

６．入場料金  個人 ： 一般４２０円 大学生１３０円 高校生 ７０円 

        団体 ： 一般２１０円 大学生 ７０円 高校生 ４０円 

７．入場料収入 常設展の開会期間②と同時開催のため入場料収入は、常設展に計上。 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

現代ドイツを代表する彫刻家シュテファン・バルケンホールの日本で初めての展覧会。初期の典型的な作品か

ら、最近の新たな展開を示すレリーフを通して、これまでの活動のエッセンスを紹介する展覧会とした。 

１０．講演会等 

         １回    参加人数 ７０人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

１１．広報  プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、私鉄及び地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター 

       掲出）、美術館等へのポスター・チラシの配布 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

  京都新聞（５月７日，太田垣実），読売新聞夕刊（５月１９日，木村未来），福井新聞（６月６日）， 

熊本日日新聞（６月７日），産経新聞夕刊（６月１５日，早瀬広美），毎日新聞（７月１６日北陸版，青山郁子）

美術手帖８月号（清水穣），芸術新潮６月号，芸術新潮７月号，美術の窓５月号，美術画報 No.46，美術画報

No.47，インビテーション８月号（松井みどり），メンズジョーカー７月号（木谷節子），ランティエ８月号，

装苑８月号，関西ウォーカー４月２３日号，Kansai Time Out５月号（Christopher Stephens），TOKK

６月１５日号，ポテトチップス８月１５日号 他、多数 

１３．アンケート調査 

①調査期間     平成１７年５月２６日～平成１７年５月２９日（４日間） 

②調査方法  展示場出口にアンケート用紙を配置し、任意で記入・提出を依頼した。 

③アンケート回収数  ３９０件 

④アンケート結果 ・良い ７３％（２８３件）・普通 ２１％（８３件）・悪い ６％（２４件） 

 

○自己点検評価 
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【良かった点、特色ある取組み】 

同時開催のゴッホ展の来館者が多く、予想をはるかに上回る来館者が訪れたが、あまり見る機会がない木の現代彫

刻が大変好評であり、同時代美術の魅力を広く感じ取ってもらう絶好の機会となった。 

また、ミュージアム・ショップと協力してポストカードを作製したが、販売成績が予想を上回るほど、好意的に受

け入れられたと考える。 

【見直し又は改善を要する点】 

作品に触れようとする来館者が多く、厳重な柵を作品の周囲に張り巡らさざるを得なかった。今後は、キャプショ

ン等を工夫し、より一層周知する必要があった。 
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「ゴッホ展 孤高の画家の原風景 
ゴッホ美術館／クレラー＝ミュラー美術館所蔵」（共催展） 

○方  針 

大阪・中之島へ移転した当館の認知度を高め、リピーターを確保することは重要課題のひとつである。 
そのため、海外ではもちろんのこと、日本でも絶大な人気を誇る画家ゴッホの展覧会を、今日困難になりつつある

学術的に意義の高い海外の近代美術の大規模な展覧会として企図した。テレビという社会的に最も影響力のあるメデ

ィアを有するＮＨＫと共同開催し、広く世間に国立国際美術館の存在を認知せしめることを目指した。 
○実  績 

１．開会期間   平成１７年 ５月３１日～平成１７年 ７月１８日（４３日間） 

２．会    場  国立国際美術館 

３．主    催  国立国際美術館、ＮＨＫ大阪放送局、ＮＨＫきんきメディアプラン 

  後  援  外務省、文化庁、オランダ大使館、大阪府、大阪府教育委員会、大阪市、大阪市教育委員会 

  協    賛  昭和シェル石油、スズキ、損保ジャパン、大日本印刷、トヨタ自動車、三菱重工業 

協  力  日本航空、日本通運、(財)ダイキン工業現代美術振興財団 

４．出品点数  １０９件 

５．入館者数  ３６０，６１３人（目標入場者数１００，０００人） 

ゴッホの作品３０点の他に、ゴッホが影響を受けたり交流のあった画家の絵画も展示したことから高い関

心が持たれ、目標入館者数を大きく上回ることとなった。 

６．入場料金  個人 ： 一般１，５００円 大学生１，０００円 高校生 ６００円 

        団体 ： 一般１，２００円 大学生  ８００円 高校生 ４００円 

        前売 ： 一般１，４００円 大学生  ９００円 高校生 ５００円 

７．入場料収入 １０７，３３０，３６０円 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

 短い活動期間に次々と変貌をとげたゴッホの絵画の流れを、ゴッホの故郷オランダが誇るゴッホ美術館、クレ

ラー＝ミュラー美術館のコレクションを通してたどり、また、ゴッホが影響を受けたり交流のあった画家の絵

画や版画も展示し、ゴッホの創作活動の背景に迫る展覧会とした。 

１０．講演会等 

         ２回    参加人数 ３０５人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

１１．広報  プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、私鉄及び地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター 

       掲出）、美術館等へのポスター・チラシの配布、ＮＨＫテレビでの告知番組 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

新美術新聞５月１・１１日合併号，K-PRESS５月１日号，C Work（５月１５日），Nasse６月号，ステーション

６月号，京都新聞（６月１１日，岩本敏郎），朝日新聞夕刊（７月１日，森本俊司），K-PRESS７月１日号， 

D & J（７月１日），刀剣春秋（７月１日），高知新聞７月４日，毎日新聞夕刊（７月４日，田原由起夫） 

他、多数 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年６月７日～平成１７年６月１０日（４日間） 

②調査方法  展示場出口にアンケート用紙を配置し、任意で記入・提出を依頼した。 

③アンケート回収数  ４８３件 

④アンケート結果 ・良い ８０％（３８６件）・普通 １６％（７８件）・悪い ４％（１９件） 
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○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

世界中で最も入館者を集めてきた実績のあるゴッホの展覧会が、開館後間もない季節の良い時期に開催すること

ができ、また、想定外の驚異的といえる数の人々が訪れたことは、当館の存在を広く知らしめることができた。 
【見直し又は改善を要する点】 

特に週末に展示場内が大変混雑し、じっくり作品を鑑賞しがたい環境となった。今後、本展に匹敵する規模の展

覧会を開催する場合、入館者管理の方法の検討する必要がある。 
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「転換期の作法 
－ポーランド、チェコ、スロバキア、ハンガリーの現代美術」展（特別展） 
 

○方  針 

これまであまり取り上げられることのなかった中東欧地域（ハンガリー、チェコ、スロヴァキア、ポーランド）の

現代美術を紹介することを目的として企画した。１９８９年のいわゆる「東欧革命」以後の社会情勢の激変を作家た

ちがどのように受け止め、表現しているかを探った。主として９０年代以降の表現に的を絞り、日本で初めての試み

である。この展覧会をきっかけとして、極東アジアと中東欧とが相互に影響を与え合い、共鳴する未来、共に生きる

世界に向けての模索を行うことを目指した。 

 

○実  績 

１．開会期間   平成１７年 ８月 ２日～平成１７年１０月１０日（６１日間） 

２．会    場  国立国際美術館 

３．主    催  国立国際美術館、国際交流基金 

  協    賛  (財)ダイキン工業現代美術振興財団 

４．出品点数  ７０件 

５．入館者数  １２，６１８人（目標入場者数 ５，０００人） 

 中東欧地域（ポーランド、チェコ、スロヴァキア、ハンガリー）の現代美術に高い関心が持たれ、目標入館

者数を上回ることとなった。 

６．入場料金  個人 ： 一般８３０円 大学生４５０円 高校生２５０円 

        団体 ： 一般５６０円 大学生２５０円 高校生１３０円 

７．入場料収入 ５，８２９，７２０円 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

 中東欧地域（ポーランド、チェコ、スロヴァキア、ハンガリー）の１９９０年代以降に焦点を絞った展覧会

で、日本で初めての試みとなった。 

１０．講演会等 

         ２回    参加人数 １２０人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

１１．広報  プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、私鉄及び地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター 

       掲出）、美術館等へのポスター・チラシの配布 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

KANSAI TIME OUT８月号，フロンティアエイジ８月３日号，産経新聞夕刊（８月１０日，丸橋茂幸），Sankei ECONET 

NEWS（８月１１日），読売新聞夕刊（８月１２日，木村未来），日経新聞（８月２４日），OSAKA GUIDE 

August-September, 2005８・９月号，Focustyle９月号，TOKK９月１日号，Salida９月１２日号，赤旗（９月

１６日），新美術新聞（９月２１日），朝日新聞夕刊（９月３０日，加藤義夫），季報芸術学９・１０月号，SAVY

１０月号，神戸新聞（１０月１日，田中真治），ぴあ１０月６日号，アート・トップ１０月・１１月号，web

展評（１１月１４日，石橋宗明） 

１３．アンケート調査 

①調査期間  平成１７年８月１８日～平成１７年８月２１日（４日間） 

②調査方法  展示場出口にアンケート用紙を配置し、任意で記入・提出を依頼した。 

③アンケート回収数  ２３８件 

④アンケート結果 ・良い ５７％（１３６件）・普通 ３４％（８０件）・悪い ９％（２２件） 

 

○自己点検評価 
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【良かった点、特色ある取組み】 

現代美術を取り扱う当館にとって、主として１９９０年代以降に焦点を絞った中東欧地域の現代美術を紹介する本

展が日本初の試みであった点が、大変有意義であった。 

また、学生の入館者が非常に多く、新たな観客層を開拓することができた。 
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「瑛九 フォト・デッサン展」（企画展） 
 
○方  針 

瑛九は、その独自の作風と実験的技法によって、わが国の戦後美術史に大きな足跡を残した美術家であるが、今回

は特にフォト・デッサンと呼ばれた写真作品を集めた展覧会を企画した。今日、写真はメディア・アートとともに、

美術表現の主要な媒体として注目されているが、瑛九のフォト・デッサンはその先駆的な意義を持つ。また戦後、大

阪でデモクラート美術家協会を結成するなど、関西とも深いつながりがあり、戦後美術の再検証という観点では、同

時に開催された「もの派－再考」展とも関連性をもたせた企画した。 

 

○実  績 

１．開会期間   平成１７年１０月２２日～平成１７年１２月１８日（５０日間） 

２．会    場  国立国際美術館 

３．主    催  国立国際美術館 

  協    賛  (財)ダイキン工業現代美術振興財団 

４．出品点数    ７０件 

５．入館者数  １５，９５２人（目標入場者数 ６，０００人） 

 もの派－再考展と同時開催であったこともあり、またフォト・デッサンと呼ばれる写真技法に対し高い関心

が持たれ、目標入館者数を大きく上回ることとなった。 

６．入場料金  個人 ： 一般４２０円 大学生１３０円 高校生 ７０円 

        団体 ： 一般２１０円 大学生 ７０円 高校生 ４０円 

７．入場料収入 常設展の開会期間④と同時開催のため入場料収入は、常設展に計上。 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

   瑛九が残した数百点にのぼるフォト・デッサンの中から、戦前にから戦後にかけての代表作を集めた。また制

作に用いられた道具、型紙等の資料、関連する油彩画なども展示し、瑛九の創作の軌跡を多角的に検証する展覧

会とした。 

１０．講演会等 

         １回    参加人数 ６３人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

１１．広報  プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、私鉄及び地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター 

       掲出）、美術館等へのポスター・チラシの配布 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

  ぴあ関西版（１０月６日），公明新聞（１０月１８日），シティリビング（１０月２８日），千里タイムズ（１

０月２１日），月刊ギャラリー１０月号，TOKKトック（１１月１日），J SELEC１１月号，神戸新聞（１２月１０

日，田中真治），読売新聞夕刊（１２月１３日），日経インテレッセ１２月号，美術の窓１２月号 

１３．アンケート調査 

①調査期間     平成１７年１１月１７日～平成１７年１１月２０日（４日間） 

②調査方法  展示場出口にアンケート用紙を配置し、任意で記入・提出を依頼した。 

③アンケート回収数  ３５９件 

④アンケート結果 ・良い ５４％（１９４件）・普通 ３６％（１２９件）・悪い １０％（３６件） 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

大阪・中之島への移転後初めて取り上げた、日本人の没後作家の個展で、過去の日本の美術を検証する当館の姿勢

を示すことができた。また、同時開催の「もの派－再考」展や常設展示「日本の戦後美術」とあわせて、多面的な日

本の戦後美術史の紹介の一環とすることができたことは大変意義深い。 
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「もの派－再考」展（特別展） 
 

○方  針 

現代美術の収集・展示を基本方針とする当館の新館移転一周年として、戦後日本美術史において最も重要な運動で

ある「もの派」を改めて捉え直す展覧会を開催することは、現代美術を紹介する日本の国立美術館として非常に意義

深いものであると考え企画した。「もの派」の起源として公認されている関根伸夫《位相－大地》の前史を提示する

ことによって、「もの派」と呼ばれた動向がどのような状況で誕生したか、という論点を新たに示すことを目指した。

また、「もの派」の作家たちと同時期に活躍した周辺の作家を同時に展示することによって、一つの時代様式として

「もの派」を再考する機会を設けることを試みた。 

 

○実  績 

１．開会期間   平成１７年１０月２５日～平成１７年１２月１８日（４８日間） 

２．会    場  国立国際美術館 

３．主    催  国立国際美術館 

  協    賛  (財)ダイキン工業現代美術振興財団 

４．出品点数  ７２ 件 

５．入館者数  １１，６０９人（目標入場者数 ５，０００人） 

 「もの派」を問い直す展覧会として、さまざまな作家の作品を展示したことから高い関心が持たれ、目標入

館者数を上回ることとなった。 

６．入場料金  個人 ： 一般８３０円 大学生４５０円 高校生２５０円 

        団体 ： 一般５６０円 大学生２５０円 高校生１３０円 

        前売 ： 一般７００円 大学生３５０円 高校生２００円 

７．入場料収入 ４，２６３，２４０円 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

   定説となりつつある「もの派」発生のメカニズムに対して、「新しい世界」を求めて既成の表現から逸脱した

方法を取っていった多くの作家たちの作品や行為を検証することによって、時代様式としての「もの派」を問い

直しを促す展覧会とした。 

１０．講演会等 

         ２回    参加人数 １４７人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

１１．広報  プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、私鉄及び地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター 

       掲出）、美術館等へのポスター・チラシの配布 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

KANSAI TIME OUT１１月号（中井康之），文化庁月報１１月号（中井康之），信濃毎日新聞（１１月８日），

産経新聞夕刊（１１月９日，丸橋茂幸），中日新聞（１１月９日，高橋綾子），朝日新聞夕刊（１１月１１日，

加藤義夫），京都新聞（１１月１２日，岩本敏朗）統一日報（１１月１６日），新美術新聞（１１月２１日），

朝日新聞夕刊東京版（１２月１日，田中三蔵），毎日新聞（１２月２日，岸桂子），新日曜美術館（NHK教育）

（１２月３日放映「李禹煥」特集），朝日新聞夕刊（１２月７日），読売新聞夕刊（１２月９日，木村未来），

神戸新聞（１２月 ９日，田中真治），読売新聞（１２月１４日，木村未来），京都新聞（１２月１６日），

京都新聞（１２月１７日，太田垣實），毎日新聞夕刊（１２月２０日，三田晴夫） 

 

１３．アンケート調査 

①調査期間     平成１７年１１月１０日～平成１７年１１月１３日（４日間） 

②調査方法  展示場出口にアンケート用紙を配置し、任意で記入・提出を依頼した。 

③アンケート回収数  ２７７件 

④アンケート結果 ・良い ６９％（１９２件）・普通 ２４％（６５件）・悪い ７％（２０件） 
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○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

日本の現代美術の源流ともいえる「もの派」の発生時期の作品群、およびその前史ともいえる視覚的錯覚を誘発す

るような作品群を一堂に展示することによって、「もの派」という運動体が内発的な面があることが、専門家ばかり

でなく多くの美術ファンに示すことができた。また、一回性の強い作品を再制作する状況を動画で記録することがで

きたのは、今後、「もの派」が歴史化されていく過程で重要な資料となると確信した。 

また、本展覧会に合わせて、開館一周年記念として、シンポジウム「野生の近代 再考－戦後日本美術史」を３日

間連続で開催し、連日、聴講席が満席になる程に好評を博した。 
【見直し又は改善を要する点】 

予想より多くの観覧者を迎えることによって、展覧会図録が会期終了の２週間前に売り切れた。新館に移転後、来

館者がかなり増加し、そのニーズも高いことから、図録の作成にあたっては、発行部数について慎重に検討しなけれ

ばならない。 
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「プーシキン美術館展 シチューキン・モロゾフ・コレクション」（共催展） 
 

○方  針 

ロシア・モスクワにあるプーシキン美術館が所蔵する、フランス近代絵画の世界的コレクション「シチューキン・

モロゾフ・コレクション」の代表的作品を一堂に紹介した展覧会。同コレクションは、１９世紀末から第一次世界大

戦までの短い期間に、２人のロシア人実業家がパリを中心に収集したコレクションとして知られている。 

今回の展覧会では、印象派から２０世紀初頭のマティス、ピカソら巨匠の逸品５０点を厳選し、さらに同美術館が

所蔵するフランス近代版画コレクション２５点を併せて展観することにより、フランス近代美術史の流れを系統的に

紹介する展覧会とした。 

また、日本での印象派を中心とした世界的コレクション展としては、１９９４年の「バーンズ・コレクション」、

１９９７年の「コートールド・コレクション」以来となる。 

 

○実  績 

１．開会期間   平成１８年 １月１１日～平成１８年 ４月 ２日（７１日間） 

（うち平成１７年度６９日間） 

２．会    場  国立国際美術館 

３．主    催  国立国際美術館、朝日新聞社、朝日放送、プーシキン美術館、ロシア連邦文化情報省 

  後  援  外務省、ロシア連邦大使館 

  協    賛  トヨタ自動車、ダイキン工業、ＤＮＰ大日本印刷、日本製紙、三井物産 

協  力  日本航空、アエロフロート・ロシア航空、オリックス・リアルエステート(株) 

(財)ダイキン工業現代美術振興財団 

４．出品点数  ７５点 

５．入館者数  ２４２，９１２人（目標入場者数 ５１，０００人（うち平成１７年度は ５０，０００人））

   プーシキン美術館で秘蔵されてきたフランス近代絵画、中でも約４０年ぶりとなるマティスの傑作『金魚』を

展示したことから高い関心が持たれ、目標入館者数を大きく上回ることとなった。 

６．入場料金  個人 ： 一般１，４００円 高校・大学生１，０００円 小・中学生 ５００円 

        団体 ： 一般１，２００円 高校・大学生  ８００円 小・中学生 ３００円 

        前売 ： 一般１，２００円 高校・大学生  ８００円 小・中学生 ３００円 

７．入場料収入  ５４，０７５，４００円 

８．担当した研究員数  １人 

９．展覧会の内容 

   プーシキン美術館が所蔵する、フランス近代絵画のコレクションとして名高いシチューキン・モロゾフ・コレ

クションの中から、ルノワール、モネ、セザンヌ、ゴーギャン、ゴッホ、マティス、ピカソなどの絵画５０点と、

同じく同美術館所蔵のフランス近代版画２５点の合計７５点を、７つのセクションに分けて展示した。 

１０．講演会等 

         ２回    参加人数 ３００人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ） 

１１．広報  プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、私鉄及び地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター 

       掲出）、美術館等へのポスター・チラシの配布、朝日新聞社外壁に展覧会案内広報用の横断幕を 

掲出、朝日放送テレビでの告知番組 

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等 

朝日新聞朝刊（１１月１８日），C・WＯＲＫ１１月３０日号，美術館散歩倶楽部１２月１日号，マナビィ１２

月１日号，バーズアイ１２月１日号，京都中央信用金庫社内報（１２月１日），文部科学時報（１２月１０日），サ

ンケイリビング１２月１０日号，朝日新聞朝刊（１２月１０日），文化庁月報１２月１５日号，美術手帖１２月１７

日号，マイ奈良１２月１７日号，ほっとタイムＡＳＡＨＩ１２月１８日号，Nasse Osaka１２月１９日号，an関西版

１２月１９日号，ザ・おおさか 北区でっせ１２月２０日号，近鉄ニュース（１２月２０日），月刊美術１２月２０

日号，朝日新聞（１２月２０日），近くていい旅 電車＆ウォーク１２月２２日号，朝日新聞朝刊（１２月２４日）

Ｌマガジン１２月２４日号，C・WＯＲＫ Ｅ＆Ｅ１２月２５日号，ＫＰＲＥＳＳ１２月２６日号，月刊シュシュ関西
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１２月２６日号，ともも１２月２６日号，Kansai Time Out１２月２６日号，旅こよみ１２月２８日号，すずかげ１

月１日号，電車＆ウォーク１月１日，朝日友の会チラシ（１月１日），公明クラブ１月１日号，刀剣春秋１月１日号，

ＡＳＡＫＥＰ１月１日号，ＫＡＮＳＡＩ Ｓｃｅｎｅ１月１日号，美術画報１月１日号，みなさまの足 阪神電車

（１月１日），アサヒメイト１月１日号，朝日新聞朝刊（１月１日），あいあいAI（１月３日），Ｔｈｅ Ｊａｐａ

ｎ Ｔｉｍｅｓ（１月５日），ぴあ 関西版１月５日号，ホームタウン１月５日号，Kansai Walker１月５日号，神

戸ウォーカー１月５日号，The Japan Times（１月５日），KANSAI 1週間１月６日号，朝日新聞朝刊（１月９日），

朝日新聞朝刊（１月１０日），朝日新聞夕刊（１月１０日），フロンティアイエイジ１月１１日号，朝日新聞朝刊（１

月１１日），シティリビング１月１３日号，高知新聞（１月１６日），福井新聞（１月１９日），マンスリー･クラ

シック１月２０日号，REGION１月２１日号，大阪民主新報（１月２２日），朝日新聞夕刊（１月２４日），キャンペ

ーン生活！１月２５日号，大人のウォーカー関西版１月２５日号，日本経済新聞夕刊（１月２５日），Pretty１月３

０日号，C-WORK１月３１日号，ＡＳＡＫＥＰ２月１日号，朝日友の会チラシ（２月１日），アサヒメイト２月１日号，

グランドビュー２月１日号，現代挿花２月１日号，Kintetsu News（２月１日），産経新聞夕刊（２月１日），現代

画報２月１日号，フリーマガジンOPPI２月１日号，ぴあ関西版２月２日号，朝日新聞夕刊（２月２日），赤旗（２月

３日），朝日新聞夕刊（２月３日），SAVVY２月４日号，サリダ関西版２月６日号，奈良新聞（２月８日），朝日新

聞朝刊（２月１１日），ＡＳＡ（２月１３日），C・WＯＲＫ Ｅ＆Ｅ２月１５日号，県民福井（２月１５日），奈良

新聞（２月１７日），朝日新聞（２月２２日），京都新聞朝刊（２月２５日），アサヒメイト３月１日号，ＡＳＡＫ

ＥＰ３月１日号，ギャラリーガイドブック（３月１日），近くていい旅 電車＆ウォーク３月１日号，日経インテレ

ッセ３月１日号，中日新聞（３月１日），読売新聞夕刊（３月６日），朝日新聞朝刊（３月１２日），毎日新聞夕刊

（３月１３日），ＴＯＫＫ３月１５日号，朝日新聞朝刊（３月２４日），アサヒメイト４月１日号，大阪人４月１日

号，大阪市交通局作成ポスター１月～２月，朝日新聞夕刊（連載「今日の名画」全２７回），朝日新聞朝刊（連載「教

えてナターシャ」全１０回） 

 

１３．アンケート調査 

①調査期間     平成１８年１月２６日～平成１８年１月２９日（４日間） 

②調査方法  展示場出口にアンケート用紙を配置し、任意で記入・提出を依頼した。 

③アンケート回収数  ９７８件 

④アンケート結果 ・良い ８９％（８７４件）・普通 １０％（  ９５件）・悪い  １％（  ９件） 

 

○自己点検評価 

各展示作品の配置にゆとりを持たせたこと、作品を壁の片面のみに展示すること等、鑑賞者の立場に立った、見や

すくわかりやすい展示を行い、展示場内の混雑を緩和することができた。また、各セクション・作品ごとの解説パネ

ルの設置、音声ガイドの実施、こどもセルフガイドの配付を行い、入館者から好評を得た。 

【見直し又は改善を要する点】 

展示場特設ショップコーナーやトイレで混雑が生じ、来館者に不便を強いた点が反省しなければならない。館内表

示、誘導方法等に今後の検討する必要がある。 
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 （２）貸与・特別観覧の状況 
中期計画 

(2) 収蔵品については、その保存状況を勘案しつつ、国内外の博物館・美術館その他これに類する施設に対し、貸与

及び特別観覧を積極的に推進する。 

 

○実  績 

１．貸与・特別観覧の件数 

貸  与   ３２件（５０点） 

特別観覧   １３件（１５点） 

２． その他 

   優れた現代美術作品の相互活用を推進するため、他館からの要望に幅広く応えるよう努めた。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

当館の名作選及び所蔵作品目録を作成し、全国の美術館に配布し、館所蔵品に関する情報提供を積極的に進めた。 
また、他館からの作品貸与依頼に対しては、優れた現代美術作品の相互活用を推進すると同時に、当館の所蔵品を

できる限り広く観覧に供するため、その要望には積極的に応えるよう努めた。 
【見直し又は改善を要する点】 
貸与・特別観覧の料金について、見直しに向けた検討を指摘されているが、今後、法人全体の課題として、他の公

私立美術館や博物館の実情を精査しながら検討を進めていきたい。 
 

＊添付資料 

①貸与件数等の推移（事業実績統計表 p.８） 

②特別観覧件数の推移（事業実績統計表 p.９） 
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３．調査研究 
中期計画 

(1)-1 調査研究が、収集・保管・修理・展示、教育普及その他の美術館活動の推進に寄与するものであることを踏ま

え、国内外の美術館・博物館その他これに類する施設及び研究機関とも連携等を図りつつ、次に掲げる調査研究を

積極的に実施する。 

＜1＞ 収蔵品に関する調査研究 
＜2＞ 美術作品に関する調査研究 
＜3＞ 収集・保管・展示に関する調査研究 
＜4＞ 美術史、美術動向、作者に関する調査研究 
＜5＞ 世界の映画作品や映画史に関する調査研究等 
(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これに類する施設の職員を、客員研究員等の制度を活用し招聘し、研究交流を

積極的に推進する。 

(2) 調査研究の成果については、展覧会、美術作品の収集等の美術館業務に確実に反映させるとともに、研究紀要、

学術雑誌、学会及びインターネットを活用して広く情報を発信し、美術館に関連する研究の振興に供する。また、

各種セミナー・シンポジウムを開催する。 

○実  績 

１．調査研究 

（１）現代美術の調査研究 

 ① 日本の現代美術に関する調査研究 

  ②  海外の現代美術に関する調査研究 

（２）展覧会のための調査研究 

 ① エミール・ガレに関する調査研究 

 ②  シュテファン・バルケンホールに関する調査研究 

 ③ ゴッホに関する調査研究 

 ④ 中欧現代美術に関する調査研究 

 ⑤ 瑛九に関する調査研究 

 ⑥ もの派に関する調査研究 

 ⑦ プーシキン美術館に関する調査研究 

（３）美術館教育に関する研究 

（４）その他（講演会、セミナー等での発表） 

   別紙「調査研究一覧」参照 

２． 客員研究員等の招聘実績（年度計画記載人数： １人） 

客員研究員１名を招聘し、以下の調査研究を行った。 

   ア．紙支持体作品の保存に関する調査研究 

   イ．現代美術作品の保存に関する調査研究 

３．新館開館１周年記念シンポジウムの実施 

  戦後日本美術史を系統的に検証するための３日間連続シンポジウムを開催した。 

３．調査研究費  予算額  ２８，７５８，０００円  決算額  ２９，８０２，９９８円 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 年度計画に基づき、現代美術及び展覧会等に関する調査研究を行った。現代美術の調査研究については、当館広

報誌である「美術館ニュース」への発表をはじめ２２件の発表が行われ、展覧会のための研究についても、展覧会図

録及び美術館ニュースを中心に、論文、年譜、参考文献など１３件の発表を行うなど、積極的に研究成果の発表に努

めた。 

 また、 戦後日本美術史を系統的に検証するための３日間連続のシンポジウムを開催し、各公立美術館の地域ごと

の調査の成果を全国的 視野によってまとめると共に、詳細な報告書の作成を進めた。 

＊添付資料 調査研究一覧（事業実績統計表 p.８１） 
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４．教育普及 
(1)-1  美術史その他の関連諸学に関する基礎資料及び国内外の美術館・博物館に関する情報及び資料について広く

    収集し、蓄積を図るとともに、レファレンス機能の充実を図る。 

(1)-2  収蔵品等の美術作品その他関連する資料の情報について、長く後世に記録を残すために、デジタル化を推進

    する。 

(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化するとともに、資料室等の整備・充実を図る。 

(2) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と連携協力しながら、児童

   生徒を対象とした美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、ワークショップ等を実施することにより、美術作品

   等への理解の促進、学習意欲の向上等を促し、心の教育に寄与するような教育普及事業を推進する。 

     また、児童生徒を対象とした事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加 

   者数の確保に努める。 

(3) 美術作品に関し、その理解を深めるような講演会、講座、スライドトーク及びギャラリートーク等を実施する

   等、生涯学習の推進に寄与する事業を行う。 

     それらの事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者数の確保に努める。

   また、その参加者に対しアンケートを行い、回答数の８０％以上から、その事業が有意義であったと回答さ 

   れるよう内容について検討し充実を図る。 

(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とした研修プログラムについて検討、実施する。 

(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職員（キューレーター）の資質を向上し、専門性を高めるための研修を実

  施し、人材養成を推進する。 

(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の企画に対する援助・助言を推進する。 

(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する研修会への協力・支援を行うとともに、情報交換、人的ネットワークの

  形成に努める。 

(5)-1 収集、保管、修理、展示、教育普及、調査研究その他の事業について、要覧、年報、展覧会図録、研究論文、

    調査報告書等の刊行物、ホームページ、またはマスメディアを利用して広く国民に積極的に広報活動を展開す

  るとともに、国立美術館への理解の促進を図る。 

     また、その内容について充実を図るよう努力するとともに、４館共同による広報体制の在り方について検討

    を行う。 

(5)-2 国内外に広く情報を提供することができるホームページについては、教育普及など多様な活用ができるよう

  コンテンツを工夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度のアクセス件数以上となるよう努力する。

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報について、美術情報システム等により広く積極的に公開するとともに、その

  利用方法について検討する。  また、デジタル情報の有料提供についての方策を検討する。 

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し、ボランティア等と連携協力して展覧会での解説など国立美術館が提供

  するサービスの充実を図る。 

(6)-2 企業との連携等、国立美術館の業務がより充実するよう今後の渉外活動の方針について検討を行う。 

 

○方  針 

 常設展示や企画展示などによる現代美術の紹介を補うため、多角的に美術に親しんでもらうための教育活動を行う

とともに、インターンやボランティア制度の導入により、教育普及活動のあり方についても検討を行った。 

 

○実  績（総括表） 

（１）－１ 資料の収集及び公開 

①収集件数  ５４５件 

②公開場所  情報コーナーにおいて、資料の一部公開を行っている。 

（１）－２ 広報活動の状況 

①刊行物による広報活動   ７種 ２８冊 

②ホームページよる広報活動 

  展覧会情報を中心に、各種教育普及事業の開催計画を掲載し、館の活動について積極的な情報発信を行 
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 うとともに、新館に関する情報提供にも努めた。 

③マスメディアの利用による広報活動 

  展覧会情報や館の活動状況について、マスメディアに対する積極的な情報提供を行うとともに、取材や 

 撮影依頼にも可能な限り対応した。 

（１）－３ デジタル化の状況 

①平成１６年度にデジタル化した美術作品の件数 

・文字データ    ２８８件 

    ・画像データ      ０件 

    ・図書データ  １，４８６件 

（２）－１ 児童生徒を対象とした事業 

①こどものためのワークショップ    ４回  １０１人 

②こどもびじゅつあー         ８回  １７１人 

（２）－２ 講演会等の事業 

①講演会         １３回  ２，６９１人 

②ギャラリートーク     ９回    ５５５人 

③ヴィデオ等上映     １２回    ６４５人 

（３）－１ 大学等との連携 

①大学生の学芸員資格取得のための博物館実習を行った。 

②インターンの活用状況 

   平成１６年度は６名（大学院生及び修了者）を受け入れ、学芸業務全般にわたって従事させた。 

（３）－２ ボランティアの活用状況 

   平成１７年度は５３名（大学生）を受け入れ、美術館業務の補助業務に従事させた。 

（４）渉外活動 

   館の業務充実を図るため、展覧会への寄付金支援をはじめ、経済団体等からの支援方策について検討を 

   行った。 

（５）教育普及経費  予算額 ８９，５２７，６２９円  決算額 ９８，５９３，８９４円 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 子供たちを対象としたワークショップやヴィデオ上映などは、当館のユニークな活動として定着し、講演会、ギャ

ラリートークなども、現代美術への理解をうながす好機として、多くの参加者があった。 

 また、平成１５年度から導入したインターン、学生のボランティア制度は、美術館における新しい教育普及活動の

あり方を探るうえにおいても、非常に有意義な事業活動であった。 

 なお、インターン１名が当館学芸課研究補佐員として採用された。 

【見直し又は改善を要する点】 
 博物館実習については、平成１８年度から廃止する。 

＊添付資料 

教育普及件数の推移 （事業実績統計表 p.１５） 
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（１）－１ 資料の収集及び公開（閲覧）の状況 
中期計画 

(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基礎資料及び国内外の美術館・博物館に関する情報及び資料について広く 
  収集し、蓄積を図るとともに、レファレンス機能の充実を図る。 
 

○実  績 

１．収集 

    ①件数  ５４５件 

２．公  開 

  情報コーナーにおいて、資料の一部公開を行った。 

 

○自己点検評価 

 中期計画に基づき基礎資料等の収集に努め、現代作家研究の基礎となるカタログ、レゾネを中心に収書を行っ

た。 

 情報コーナーを利用して一般入館者への公開しているが、施設と人員の制約から充分なものとはいえず、今後、

更なる充実に向けて検討を進めていきたい。 

 

 

（１）－２ 広報活動の状況 
中期計画 

(5)-1 収集、保管、修理、展示、教育普及、調査研究その他の事業について、要覧、年報、展覧会図録、研究論文、 
  調査報告書等の刊行物、ホームページ、またはマスメディアを利用して広く国民に積極的に広報活動を展開す 
  るとともに、国立美術館への理解の促進を図る。 
また、その内容について充実を図るよう努力するとともに、４館共同による広報体制の在り方について検討 

  を行う。 

 

○実  績 

１． 刊行物による広報 

  （１）年報「平成１６年度版」 

     ①発 行      １回発行（年度計画記載発行回数１回） 

     ②料 金   無償 

     ③配布先   広報普及先の各機関及び関係者 

（２）概要 

     ①発 行      １回発行（年度計画記載発行回数１回） 

     ②料 金   無償 

     ③配布先   広報普及先の各機関及び関係者 

  （３）図録 

     ① 「没後１００年記念 フランスの至宝 エミール・ガレ展」図録   料金 ２,２００円 

   ② 「シュテファン・バルケンホール 木の彫刻とレリーフ」展図録   料金 １,８００円 

   ③ 「ゴッホ展 孤高の画家の原風景   

ゴッホ美術館／クレラー＝ミュラー美術館所蔵」図録     料金 ２,３００円 

   ④ 「転換期の作法－ポーランド、チェコ、 

スロヴァキア、ハンガリーの現代美術」展図録        料金 １,６００円 

   ⑤ 「瑛九 フォト・デッサン展」図録                料金 １,０００円 

   ⑥ 「もの派－再考」展図録                     料金 ２,０００円 

   ⑦ 「プーシキン美術館展  
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シチューキン・モロゾフ・コレクション」図録        料金 ２,０００円 

  （４）フロアガイド 

     ①発 行      １１回発行 

     ②料 金   無償 

 ③配布先   会場内 

  （５）ジュニアセルフガイド 

     ①発 行      １回発行（年度計画記載発行回数１回） 

     ②料 金   無償 

     ③配布先   会場内及び近隣の教育関係機関 

（６）美術館ニュース 

①発 行     ６回（偶数月）発行（年度計画記載発行回数６回） 

②料 金   無償 

③配布先   広報普及先の各機関及び関係者 

 （７）展覧会案内 

①発 行   １回発行 

②料 金   無償 

③配布先   会場内及び広報普及先の各機関 

 

２．インターネット（ホームページ）による広報 

  展覧会情報、講演会等教育普及イベント情報、友の会情報、コンサート等各種イベント情報を掲載し、また、最

新情報については、トップページに分かりやすく掲載し、インターネットによる情報提供に努めた。 

３．その他の広報 

①ＪＲ大阪駅桜橋口通路(１ケ所)、阪急電車梅田駅通路(２ケ所)、京阪電車淀屋橋駅プラットフォーム(１ケ所)

に大型広告掲示板を設置。 

②提携先各交通機関（阪急電車、京阪電車、阪神電車、大阪市交通局）発行の情報誌への展覧会情報の掲載。 

③ＪＲ及び大手私鉄へのポスターの駅張りを実施。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 中期計画及び年度計画に基づき、美術作品及び当館の活動内容について国民の理解促進を図るため、各種発行

物の刊行により、幅広い年齢層に対する普及広報活動に努めた。ホームページの内容充実を図り、また、鉄道駅

に大型広告掲示板を設置するなど、より積極的な広報活動にも努めてきた。 

 今後、メディア等各媒体を利用した広報を展開し、当館の存在並びに現代美術の普及について努めたい。 

 なお、事業実績をまとめた年報については、年度当初の速やかな発刊に努めており、評価会議等の場において、

当館の事業結果をいち早く周知させる資料として、活用できていることは有意義である。 

 
 
（１）－３ デジタル化の状況 
中期計画 

(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する資料の情報について、長く後世に記録を残すために、デジタル化を推進

する。 

(5)-2 国内外に広く情報を提供することができるホームページについては、教育普及など多様な活用ができるよう

コンテンツを工夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度のアクセス件数以上となるよう努力する。

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報について、美術情報システム等により広く積極的に公開するとともに、その

利用方法について検討する。 

  また、デジタル情報の有料提供についての方策を検討する。 
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○実  績 

１．所蔵作品のデジタル化 

①平成１７年度にデジタル化した美術作品の件数 

文字データ ２８８件、画像データ  ０件 

  ②平成１６年度末収蔵作品数 ５，４８７件（寄託作品１４８件を含む。） 

  ③平成１６年度末デジタル化作品数 文字データ ５，４４８件、画像データ ２，０６５件 

  ④今後のデジタル化の対応          毎年約１００件をデジタル化予定 

２．ホームページのアクセス件数（平成１２年度アクセス件数 １８２，２１８件 ） 

   ６８８，２２０件 

３．デジタル化した情報の公開 

     ①HP等による公開件数    ０件 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

ホームページ上で展覧会情報は勿論、各種プログラム情報やコンサート等のイベント開催情報を分かり易く掲

載した。今後さらに、インターネットを活用した普及活動の推進に努めたい。 
 
 

（２）－１ 児童生徒を対象とした事業 
中期計画 

(2) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と連携協力しながら、児童生

徒を対象とした美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、ワークショップ等を実施することにより、美術作品等

への理解の促進、学習意欲の向上等を促し、心の教育に寄与するような教育普及事業を推進する。 
また、児童生徒を対象とした事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者 

  数の確保に努める。 
 

○実  績 

１．事業名  こどものためのワークショップ 

①開催期間 

ア． 平成１７年 ７月３０日（１日間）（開催場所：地下１階講堂） ２５人 

イ． 平成１７年 ７月３１日（１日間）（開催場所：地下１階講堂） ２５人 

ウ． 平成１８年 １月２８～２９日（２日間）（開催場所：地下１階講堂） ２８人 

エ． 平成１８年 ２月２５日（１日間）（開催場所：地下１階講堂） ２３人 

②参加者数（平成１２年度実績   人） 

   １０１人（９７人） 

③担当した研究員数  １人 

④事業内容  現役作家と子供たちが直接交流できるワークショップ 

 ２．事業名  こどもびじゅつあー 

  ①開催期間 

   ア．平成１７年 ５月２８日（１日間）（開催場所：地下１階パブリックゾーン等） ２２人 

   イ．平成１７年 ６月２５日（１日間）（開催場所：地下１階パブリックゾーン等） ３２人 

   ウ．平成１７年 ９月２４日（１日間）（開催場所：地下１階パブリックゾーン等） １３人 

   エ．平成１７年１０月２９日（１日間）（開催場所：地下１階パブリックゾーン等） １９人 

   オ．平成１７年１１月２６日（１日間）（開催場所：地下１階パブリックゾーン等） １３人 

   カ．平成１７年１２月１７日（１日間）（開催場所：地下１階パブリックゾーン等） １１人 

   キ．平成１８年 １月１４日（１日間）（開催場所：地下１階パブリックゾーン等） ３０人 

ク．平成１８年 ３月１１日（１日間）（開催場所：地下１階パブリックゾーン等） ３１人 
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 ②参加者数（平成１２年度実績   人） 

   １７１人 

 ③担当した研究員数  １人 

④事業内容  国立国際美術館と現代美術作品に親しんでもらうためのギャラリートーク 

３．事業名 ジュニア・セルフガイド 

①配布数 ６，０００部 

②担当した研究員数  １人 

③事業内容  子どもたちが自由に作品を見て回るための解説シート 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

ワークショップについては、作家自身との共同制作など、アーティストのユニークな発想が子ども達に大変好評で

あった。 

子どもたちの自由になる時間のある土曜日に、現代美術に親しめるように、今年度から実施した対話型のギャラリ

ートーク「こどもびじゅつあー」が、再度参加する子どももおり、大変好評であった。 

【見直し又は改善を要する点】 
 「こどもびじゅつあー」を広く周知するための広報活動の見直しが必要である。 
 

 
（２）－２ 講演会等の事業 
中期計画 

(3) 美術作品に関し、その理解を深めるような講演会、講座、スライドトーク及びギャラリートーク等を実施する

等、生涯学習の推進に寄与する事業を行う。 
それらの事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者数の確保に努める。 
また、その参加者に対しアンケートを行い、回答数の８０％以上から、その事業が有意義であったと回答さ

れるよう内容について検討し充実を図る。 

 

○実  績 

１． 講演会 

１５回（シンポジウム３回を含む。）（年度計画記載回数：１１回） 

  ①開催期間  １５日間（延べ１３回） 

  ②開催場所  講堂及び展示場 

  ③参加者数  ２，６９１人（延べ人数）（平成１６年度実績 １８回：１，４４５人） 

  ④担当した研究員数  １６人（延べ人数）  

 ⑤事業内容  展覧会に合わせた講演会及び現代美術に関する普及事業 

 ⑥アンケート結果（回答数 件） ・良い ％（ 件） ・普通 ％（ 件） ・悪い ％（ 件） 

①  １２６件 ・良い ９１％（１１５件）・普通  ９％（ １１件）・悪い ０％（ ０件） 

②  １５０件 ・良い ８７％（１３０件）・普通 １３％（ ２０件）・悪い ０％（ ０件） 

③   ７０件 ・良い ９３％（ ６５件）・普通  ７％（  ５件）・悪い ０％（ ０件） 

④  １６５件 ・良い ９７％（１６０件）・普通  ３％（  ５件）・悪い ０％（ ０件） 

⑤  １４０件 ・良い ９６％（１３５件）・普通  ４％（  ５件）・悪い ０％（ ０件） 

⑥   ６０件 ・良い ９３％（ ５６件）・普通  ７％（  ４件）・悪い ０％（ ０件） 

⑦   ６０件 ・良い ９７％（ ５８件）・普通  ３％（  ２件）・悪い ０％（ ０件） 

⑧  ４５０件 ・良い ６０％（２７０件）・普通 ３３％（１５０件）・悪い ７％（３０件） 

⑨  ４５５件 ・良い ８１％（３７０件）・普通 １６％（ ７２件）・悪い ３％（１３件） 

⑩  ５０５件 ・良い ８９％（４５０件）・普通 １０％（ ４８件）・悪い １％（ ７件） 

⑪   ６３件 ・良い ８６％（ ５４件）・普通 １４％（  ９件）・悪い ０％（ ０件） 
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⑫   ４２件 ・良い ８３％（ ３５件）・普通 １７％（  ７件）・悪い ０％（ ０件） 

⑬  １０５件 ・良い ９０％（ ９５件）・普通  ８％（  ８件）・悪い ２％（ ２件） 

⑭  １５０件 ・良い ９７％（１４５件）・普通  ３％（  ５件）・悪い ０％（ ０件） 

⑮  １５０件 ・良い ９３％（１４０件）・普通  ７％（ １０件）・悪い ０％（ ０件） 

２．ギャラリー・トーク 

９回（年度計画記載回数：５回） 

 ①開催期間  ９日間（延べ９回） 

 ②開催場所  講堂及び展示場 

 ③参加者数  ５５５人（延べ人数）（平成１６年度実績 ３回：４５０人） 

 ④担当した研究員数  ９人（延べ人数） 

 ⑤事業内容  展示作品の解説 

 ⑥アンケート結果（回答数 件） ・良い ％（ 件） ・普通 ％（ 件） ・悪い ％（ 件） 

     ①   ７０件 ・良い ９４％（ ６６件）・普通  ６％（  ４件）・悪い ０％（ ０件） 

     ②   ３０件 ・良い ８７％（ ２６件）・普通 １３％（  ４件）・悪い ０％（ ０件） 

     ③   ４０件 ・良い ８８％（ ３５件）・普通 １２％（  ５件）・悪い ０％（ ０件） 

     ④   ２３件 ・良い ６５％（ １５件）・普通 ３５％（  ８件）・悪い ０％（ ０件） 

     ⑤   ２１件 ・良い ６７％（ １４件）・普通 ３３％（  ７件）・悪い ０％（ ０件） 

     ⑥   ２５件 ・良い ８０％（ ２０件）・普通 ２０％（  ５件）・悪い ０％（ ０件） 

⑦   ８８件 ・良い ５７％（ ５０件）・普通 ４０％（ ３５件）・悪い ３％（ ３件） 

⑧  １２４件 ・良い ９０％（１１２件）・普通 １０％（ １２件）・悪い ０％（ ０件） 

⑨  １３４件 ・良い ９３％（１２４件）・普通  ７％（ １０件）・悪い ０％（ ０件） 

３．ヴィデオ等上映 

１２回（年度計画記載回数：０回） 

 ①開催期間  １２日間（延べ１２回） 

 ②開催場所  地下１階講堂 

 ③参加者数  ６４５人（延べ人数）（平成１６年度実績 ７回３１４人） 

 ④担当した研究員数  １２人 

 ⑤事業内容  展示作品の解説及び現代美術の紹介 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 
 展覧会にあわせた教育普及事業として、講演会や対談、ギャラリー・トークなどを積極的に実施した。現代美

術を扱う展覧会において、作家自身による講演会や対談などは、出品作家の生の声に触れることができる貴重な

機会であった。また、展覧会ごとにギャラリー・トークを実施し、担当学芸員が展示場内で作品を見ながら分か

りやすく解説を行うとともに、来館者が感じた疑問や感想などを直接フィードバックできる、恰好の機会ともな

っている。今後も、現代美術に関する教育普及事業として、充実した内容を検討しながら継続していきたい。 

 

 
（３）－１ 大学等との連携 
中期計画 

大学等と連携し、大学院生や大学生を受け入れ、美術作品に関する実習等について検討、実施する。 

 

○実  績 



 

                                                                            （国立国際美術館） 38

１． 博物館実習生 

  ①受入期間 平成１７年 ７月２５日～平成１７年 ８月 ２日（土、日を除く７日間） 

  ②開催場所 国立国際美術館 

  ③参加者数（平成１２年度実績  人） 

  ３３名（２１名） 

  ④担当した研究員数  ７人 

  ⑤事業内容 

 大学生の学芸員資格取得のための博物館実習 

  ⑥その他 

 近隣の美術館を利用したカリキュラムを導入し、できるだけ日常業務を体験できる形での実習に努めた。 

 

２．インターンシップ制度の実施 

①受入期間 平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日 

②開催場所 国立国際美術館 

③参加者数 

  ６人（０人）※平成１５年度からの新規事業 

④担当した研究員数  ７人 

⑤事業内容 

 美術作品や美術史、あるいは美術館の活動や学芸員の業務に関心を持ち、それらを研究し、将来美術に関わ

る仕事に就きたいと強く希望する者（大学院生または大学院修了者）に対し、より具体的、実践的な知識を習

得してもらうことを目的とした実務研修。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 博物館実習については、幅広い実体験の場を提供することができた。このことは、実習生にとっては勿論のこと、

当館と他館の連携協力の面でも大変有意義な実習となった。 

 なお、平成１８年度からは廃止する。 

 インターンについては、学芸員との日常的な実務研修を通じ、各自の専門的知識の向上、経験の蓄積は勿論のこと、

館にとっても、今後の新しい教育普及事業のあり方を探るうえにおいて、有意義な事業活動であった。 

【見直し又は改善を要する点】 

 学芸員と各インターン間において、研修課題やその取り組み方に対する相談をより緊密に行うことにより、学

芸業務の更なる円滑化を図るとともに、インターンのより高い参加意識と研修内容の充実を目指していきたい。

 

 

（３）－２ ボランティアの活用状況 
中期計画 

(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し、ボランティア等と連携協力して展覧会での解説など国立美術館が提供

 するサービスの充実を図る。 

 

○実  績 

１．登録人数  ５３人 

２．活動内容 

   展覧会ごとに実施する教育普及事業（講演会、ワークショップ等）の補助業務を中心に、各種広報物の発 

  送及び図書資料を含む各種資料等の整理補助業務に従事した。 

３．今後の取り組み 

   教育普及事業を中心とした美術館としての今後の新しい事業展開に、ボランティア活動を積極的に活用する
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  ことで、事業の効率化と内容の充実を図っていきたい。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 スタッフ数の少ない当館において、各種教育普及事業を実施する際の補助者として、５３名のボランティアに

協力いただけたことは、来館者に対するきめ細かいサービスにもつながり非常に有益であった。 

 また、資料整理や広報物の発送作業等においても協力が得られ、迅速かつ有効な広報活動につながった。 

【見直し又は改善を要する点】 

 ボランティアに対するより確実、効率的な連絡体制の確立と、効果的な勤務形態の検討を行っていきたい。ま

た、各人の参加意識を高めながら、美術館業務に対する理解を深められるよう工夫していきたい。 

 
 

（４）渉外活動 
中期計画 

(6)-2 企業との連携等、国立美術館の業務がより充実するよう今後の渉外活動の方針について検討を行う。 

 

○実  績 

１．企業等との連携 

①「エミール・ガレ展」       共催：日本経済新聞社 

協力：日本航空 

②「シュテファンバルケンホール展」 協賛：ＤＨＬ 

協力：ルフトハンザドイツ航空 

③「ゴッホ展」           共催：ＮＨＫ、ＮＨＫきんきメディアプラン 

協賛：昭和シェル石油、スズキ、損保ジャパン、大日本印刷 

トヨタ自動車、三菱重工業 

協力：日本航空、日本通運 

④「転換期の作法―ポーランド、チェコ、スロバキア、ハンガリーの現代美術」展 

                  共催：独立行政法人国際交流基金 

⑤「プーシキン美術館展」      共催：朝日新聞社、朝日放送 

協賛：トヨタ自動車、ダイキン工業、大日本印刷、日本製紙、三井物産

協力：日本航空、アエロフロート・ロシア航空 

２．(財)大阪２１世紀協会との連携 

  (財)大阪２１世紀協会が発行する関西で唯一の英・日併記の情報誌「MEET OSAKA」に関西地区の美術館、博物館

が展覧会情報を掲載し、経済界と連携した広報活動を行い、日本を訪れる外国人の入館者増を図った。 

３．「関西元気文化圏」への参加 

  文化庁が提唱した「関西元気文化圏」へ参加し、展覧会ポスター、チラシ等にロゴマークを印刷。 

４．「関西文化の日」への協力 

  関西広域連携協議会及び関西元気文化圏推進協議会が実施する「関西文化の日」事業に協力し、１１月１９日、

２０日の常設展観覧料金を無料とした。 

５．「国際博物館の日」事業への協力 

  (財)日本博物館協会が実施する「国際博物館の日」事業に協力し、５月１８日の常設展観覧料金を無料とした。

６．「ミュージアムぐるっとパス・関西２００５」事業への協力 

  関西の美術館・博物館等約６０館で実施する共通入館券事業「ミュージアムぐるっとパス・関西２００５」に参

加し、常設展観覧料金を無料とした。 

７．「ＹＯＫＯＳＯ！ ＪＡＰＡＮ Ｗｅｅｋ」事業への協力 

  国土交通省が実施する「ビジット・ジャパン・キャンペーン」の中核事業である「ＹＯＫＯＳＯ！ ＪＡＰＡＮ Ｗ
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ｅｅｋ」事業(１月２０日～２月２０日)に協力し、外国人に対し常設展観覧料を２０％引き(420円→340円)とした。

８．ＩＣカード「ＰｉＴａＰａ」との連携 

  阪急電鉄、京阪電気鉄道、阪神電気鉄道、大阪市交通局が、平成１７年度から運用を開始したＩＣカード「Ｐｉ

ＴａＰａ」利用者に対して、観覧料金を団体扱いとするとともに、各社が発行する広報誌へ展覧会情報を掲載した。

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 
 中東欧の現代美術を紹介した「転換期の作法」展は、独立行政法人国際交流基金に働きかけ、共催とすることがで

きたことは、非常に有効であった。 

 幅広い層の来館者を獲得するためには、あらゆる方面への広報が必要である。館独自の広報活動だけでは限界

があるため、企業等との連携を取ることは非常に有効である。「ＹＯＫＯＳＯ！ ＪＡＰＡＮ Ｗｅｅｋ」事業に協

力し外国人来館者が増加した。また、関西大手私鉄等が導入したＩＣカード「ＰｉＴａＰａ」は、今後関西一円に普

及する予定で、今後の来館者獲得が大いに期待できるとともに、各社の広報誌に展覧会情報を掲載することにより、

広く有効な広報が可能となった。 

 また、当館友の会に法人会員として、新たに４社が入会した。今後も企業へ積極的に働きかけ、拡充を図りた

い。 

【見直し又は改善を要する点】 

 展覧会に対する助成団体への申請を行ったが、平成１７年度は採択に至らなかった。展覧会事業を充実したも

のとするためには、有効な方策であるため、積極的に取り組む必要がある。 
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６．その他の入館者サービス 
中期計画 

(1)-1 高齢者、身体障害者等の利用にも配慮した快適な観覧環境を提供するため、各館の方針に従って展示方法、表

示、動線、施設設備の工夫、整備に努める。 

(1)-2 入館者サービスの充実を図るため、観覧環境の整備プログラム等を策定し、計画的な整備を行う。 

(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査及び専門家からの批評聴取等を定期的に実施し、調査結果を展示等に反映

させるとともに、必要なサービスの向上に努める。 

(1)-4 展示解説の内容を充実させるとともに、見やすさにも配慮する。また、音声ガイドやハイビジョン等を活用し

た情報提供を積極的に推進し、入館者に対するサービスの向上を図る。 

(2) 入館者のニーズを把握、分析し、夜間開館の実施等開館時間の弾力化や小中学生の入場料の低廉化など、入館者

へのサービスを心がけた柔軟な美術館展示活動等を行い、気軽に利用でき、親しまれる美術館となるよう努力す

る。 

(3) ミュージアムショップやレストラン等の施設を充実させるなど、入館者にとって快適な空間となるよう館内環境

を工夫する。 

 

○実  績 

１．高齢者・身体障害者のための施設整備等 (1)-1 

    ①障害者トイレ      １個所（Ｂ１階） 

   ②障害者エレベータ    ２基 

   ③段差解消（スロープ）  ０個所 

   ④貸出用車椅子      ６台（１階） 

２．観覧環境の充実 (1)-2､(1)-4 

 展示作品リストを含めたリーフレットを無料配布するとともに、館内にビデオテークを設置し、情報提供 

を行った。 

 新たな客層を開拓するため、クラシックやジャズコンサートを１１回(有料、無料共)を開催し、これまで美

術館に足を運ぶ機会のなかった方に来館いただけた。また、開催状況を新聞に掲載することができ、当館の存

在をアピールすることができた。 

３．夜間開館等の実施状況 (1)-3 

  （１）夜間開館実施状況 

    ア．開催日数  ４５日間 

    イ．入館者数    ９１，１０３人（総入場者数１，７８８，１７５人、夜間開館入場率 ５．１％） 

     ウ．実施日  共催展、特別展開催期間中の毎週金曜日及びゴッホ展最終の３日間 

  （２）小中学生の入場料の低廉化 

    平成１７年度についても、常設展及び企画展において、小・中学生の観覧料を無料とした。 

  （３）（２）以外の入場料金の取り組み方 

ア．学生料金を大学生料金と高校生料金に分け，高校生料金の低廉化を実施した。 

  （４）その他の入館者サービス 

    ①共催展・特別展開催中の毎週金曜日及び「ゴッホ展」最終の４日間に夜間開館を実施した。 

    ②「ゴッホ展」の後半、開館時間を３０分早めた。 

    ③ベビーカー２台の貸し出しを行った。 

    ④高齢者に配慮して、拡大鏡（ルーペ）を受付に配置し、希望者に貸出しを行った。 

４．アンケート調査(1)-3 

  調査期間 ①平成１７年 ３月３１日～平成１７年 ４月 ３日（４日間） 

       ②平成１７年 ４月２３日～平成１７年 ４月２６日（４日間） 

③平成１７年 ５月２６日～平成１７年 ５月２９日（４日間） 

       ④平成１７年 ６月 ７日～平成１７年 ６月１０日（４日間） 

       ⑤平成１７年 ８月１８日～平成１７年 ８月２１日（４日間） 
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       ⑥平成１７年１１月１０日～平成１７年１１月１３日（４日間） 

       ⑦平成１７年１１月１７日～平成１７年１１月２０日（４日間） 

       ⑧平成１８年 １月２６日～平成１８年 １月２９日（４日間） 

  調査方法 展示場出口にアンケート用紙を配置し、任意で記入・提出を依頼した。 

  アンケート回収数 ① １１１件   ⑤ ２０８件 

           ② １６２件   ⑥ ２４３件 

           ③ ３３９件   ⑦ ３１１件 

           ④ ４０９件   ⑧ ８２５件 

  アンケート結果 ①・良い ４９％（ ５５件）・普通 ２８％（ ３１件）・悪い ２３％（２５件） 

          ②・良い ７４％（１２０件）・普通 ２２％（ ３６件）・悪い  ４％（ ６件） 

          ③・良い ６６％（２２５件）・普通 ３２％（１０７件）・悪い  ２％（ ７件） 

          ④・良い ６５％（２６８件）・普通 ３０％（１２１件）・悪い  ５％（２０件） 

          ⑤・良い ６７％（１３９件）・普通 ３１％（ ６４件）・悪い  ２％（ ５件） 

          ⑥・良い ６７％（１６４件）・普通 ２８％（ ６７件）・悪い  ５％（１２件） 

          ⑦・良い ７３％（２２７件）・普通 ２４％（ ７６件）・悪い  ３％（ ８件） 

          ⑧・良い ７１％（５８５件）・普通 ２７％（２２１件）・悪い  ２％（１９件） 

５．一般入館者等の要望の反映 (2) 

 アンケート結果の分析を行い、可能なものから改善に努めるとともに、新館運営に向けて参考とした。 

６． レストラン・ミュージアムショップの充実 (3) 

   現代美術をより親しく感じてもらえるよう、販売グッズの内容を検討し、充実に努めた。 

   また、展示換休館期間中に明るく、かつカラフルな照明に改装し、集客に結び付けることができた。 

 

○自己点検評価 

【良かった点、特色ある取組み】 

 当館では、展示空間の在り方が展示作品に大きく反映する現代美術を扱うため、展示場内に解説パネル類を掲示

することができない。これは、作品自体を十全な状態で鑑賞してもらいたいという配慮からであるが、一方では来館

者から、解説パネルを望む声や作品キャプションを大きくして欲しいとの声も聞かれる。そのような声に応えるため、

各展覧会ごとに展示作品リストを含めたリーフレットを無料配布するなど、鑑賞環境の充実を図った。 

 小・中学生及び高校生の観覧料の低廉化については、継続して実施した。 

 なお、トイレ等の案内表示を大きな文字ものを加えた。 

 入館者サービスについては、これまでのアンケートに加え、項目を設定せずに自由に意見を記入していただけるフ

リーアンケート用紙も設置し、それらの結果の分析を踏まえ、ゴールデンウィーク中の休館日の臨時開館、「国際博

物館の日」及び「関西文化の日」に伴う入館料無料日の設定、共催展等開催期間中の金曜日の夜間開館を実施したが、

充実を目指し検討を進めていきたい。 

【見直し又は改善を要する点】 
 当館の構造上の問題であるが、共催展等来館者が多数の場合、特に女性トイレが少なく、トイレ待ち列ができた。

 


